　　　　　 【ロータリーにおけるリーダーシップ】 　　    　　　 　　　　　　　 　　2007.12.1
　　　　　　　　RI.第２８４０地区指導者育成セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深川純一
　今日は、地区内のリーダーと呼ばれる人達のお集まりでございます。そこで、「ロータリーにおけるリーダーシップ」というテーマを頂いております。非常に大きなテーマでありますので、どのような切り口でお話しようかと考えたのでありますが、ロータリーというものを考えるとき、ロータリーには色々な側面があることを考えなければなりません。
　先ず、ロータリー１００年の歴史の側面があります。そして、ロータリーは一つの思想でありますからロータリーの思想の側面があります。そして、ロータリーの原理の側面があり、ロータリーの実践の側面があります。
　そこで、今日は、リーダーシップの歴史という側面とリーダーシップの原理という側面に分けて考えて見たいと思うのであります。
　先ず、イントロダクション的な話から入って行きたいと思います。一つの物語を紹介します。
  1850年にこの世に生を享け1906年に突如としてこの世を去ったイギリス法制史学界の権威フレデリック・ウイリアム・メイトランド教授は、中世イギリスの三人の国王を挙げ、彼らが高々と理想を掲げ、その理想に燃えて行動したるが故に素晴らしい天下国家を創り出したとしてその功績を称えています。即ち、
　先ず、１０６６年から１０８７年に至る２１年間のノルマンジー公ウイリアムⅠ世の時代、　次に、その６７年後、１１５４年から１１８９年に至る３５年間のヘンリーⅡ世の時代、そして、その３６９年後の１５５８年から１６０５年に至る４５年間のエドワードⅠ世の時代であります。
　この３人の名君は、高々と理想を掲げ、その理想に燃えて行動したるが故に、
素晴らしい統治を成し遂げることが出来たと謂うのであります。
　これは何を物語るかと言いますと、世のリーダーたるものは、須く高々と理想を掲げなければならない。そして、その理想に燃えて行動しなければならないということを意味するのであります。
　では、このことをロータリーについて考えてみるとどうでしょうか。
　ロータリーの指導者＝リーダー達は、必ずしも創立当初から高々と理想を掲げていたわけではありません。現にポール・ハリスは、昭和１０年、１９３５年にフィリピンのマニラで開催された太平洋地域会議に出席するため日本に立ち寄った際、日本のロータリアンから『貴方は何故ロータリークラブを創ろうと思ったのですか』と聞かれたのに対し、『淋しかったからだ』と答えていることが如実にそのことを物語っていると思います。
　しかし、ポール・ハリスは、元来、理想主義者でありました。したがって、その後、１９０８年に入会した経営哲学者Ａ．Ｆ．シェルドンや１９１０年のミネアポリスロータリークラブの初代会長Benjamin Franklin Collinsの影響をうけて、世のため人のための「奉仕」という倫理的に非常にレベルの高い理想を提唱するに到ったのであります。
　では、高々と理想を掲げるというその「理想とは一体何か」というと、ロータリーは、標準クラブ定款第４条「ロータリーの綱領」において「奉仕の理想」という言葉で集約しているのであります。したがって、ロータリー運動は、奉仕の理想を追求する運動なのであります。
  では、その奉仕とは一体何か。先程のB.F.Collinsは、ロータリーの奉仕とは、"Service,Not self"即ち、selfは自己、それをNot、否定すること、犠牲にすること、それがイコールService奉仕である。即ち、自己を犠牲にして、宇宙を支配する神の秩序体系のもとに帰依すること、即ち、奉仕とは自己犠牲、"Service,Not self"。自分を犠牲にして神様に仕えることだと謂うのであります。これは中世キリスト教神学の思想以外の何物でもない優れて宗教的な思想であります。B.F.Collinsはこのようなレベルの高い理想をロータリーのスローガンとして高々と掲げたのであります。
　要するに、ロータリー運動は、当初、このようなレベルの高い宗教倫理の提唱から始まったのであります。これを別の言葉で謂えば、ロータリー運動は倫理運動なのであります。したがって、ロータリーの綱領は、その全文に亘ってロータリーが倫理運動であることを詳細に述べているのであります。
  ところで、ロータリーが綱領において高々と奉仕の理想を掲げていることは、正に心の問題であり、その理想に燃えて行動するというのは実践の問題であります。即ち、心と実践の調和。理論と実践の調和。これを知行合一というのであります。即ち、ロータリーが奉仕の理想というスローガンを高々と掲げたのが１９１１年のポートランドの全米ロータリークラブ連合会におけるBenjamin Franklin Collinsの"Service,Not self"「自己犠牲の奉仕」の提唱であり、そして、Ａ．Ｆ．シェルドンの"He profits most who serves best"「最もよく奉仕する者、最もよく報われる。」という標語の提唱でありました。
　そして、更に、１９１５年のサンフランシスコの国際大会における「全分野の職業人を対象とするロータリー倫理訓」別名「ロータリー道徳律」の採択でありました。
　これらは全てロータリアンの心の問題であります。イギリスでは「ロータリーは人間の魂の在り方の問題である」と謂われているのはこのことであります。
　そして、その奉仕の心を社会生活に適用すること即ち、奉仕の実践を決意したのが１９２３年の決議２３－３４号の採択であり、それを実践したのが１９２７年のクラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の４大奉仕部門の実施であります。このようにしてロータリーは所謂「知行合一」を実現したのであります。
  今、ロータリーが高々と理想を掲げ、その理想に燃えて行動した、その軌跡を顧みますと、先ず、１９０５年２月２３日、最初に集まった４人で何を決めたか。ポール・ハリスの提唱によって一業一会員制の原則を決めました。そして、その１ヶ月後、９人で創立総会を開き、そこで規則的例会出席の原則を決めたのであります。これがロータリーという組織の原点であります。
　では、何故、一業一会員制を採択したのか。
　自由競争社会では、同業者というものは同じ業界に居ますから、お互いに良いところは知っています。しかし、お互いに悪いところも、汚いところも、醜いところも知り尽くしていますから、心を開き合うことが出来ない、仲良くなれないものなのであります。まさに同業者同士は、お互いに食うか食われるかの関係に立ちますから、心を開くことができません。元国際ロータリー会長のエピソードを紹介しておきます。『私は、あの男を人格高潔な立派な人物だと思う。しかし、彼と居ると、どうも心が落ち着かない。何故かなと、よく考えたところ、彼と私とは同業者であった』というのであります。
　そこで、ポール・ハリスは、クラブの中から同業者を排除して、クラブにとって一番大切なクラブ親睦を守ろうと考えたのであります。これがポール・ハリスの考えた一業一会員制なのであります。
  しかし、この時点では、お互いに仲良くして助け合うという親睦だけのロータリーでありました。それは正に自分のことしか考えないエゴイズムのロータリーであり、これが所謂「原始ロータリー」の姿でありました。奉仕というものは影も形もない、高き理想もない非常にレベルの低いロータリーでありました。
  しかし、やがて１９０６年、Donald Carterによって世のため人のための社会的意義の自覚が促されました。即ち、或る会員がDonald Carterにクラブへの入会を勧誘したところ、「君達は、クラブの中でお互いに仲良くして助け合って豊かになって楽しいだろう。しかし、一業一会員制であればクラブに入れない人達はどうなるのか。また、地域社会の人達はどうなるのか。私達は地域社会に生まれ、地域社会にお世話になって生きている。その地域社会に何の恩返しもしないで、自分達だけが助け合って豊かになって、やがてこの世を去っていく。そのようなエゴイズムに満ちた人生は送りたくない。」と言ってきっぱりと入会を断ったのであります。
　これを聞いて痛く反省したのがポール・ハリスでありました。「Donald Carterの言うとおりだ。クラブの行き方を変えよう」と言って、それからシカゴクラブは親睦だけのロータリークラブから世のため人のためのことも考えるクラブに変わっていったのであります。
  そして、１９０８年、Ａ．Ｆ．シェルドンによって奉仕Serviceという言葉が誕生しました。先ず奉仕の心を作れ、然らば実践は自ずから到る、というのであります。これは、二宮尊徳翁の「田畑を耕すに先だって先ず心の田畑を耕せ」という言葉と共通の境地にあるものであります。
　そして、更にＡ．Ｆ．シェルドンは、一業一会員制と規則的例会出席の二つの原則を親睦のための原則のみならず奉仕のための原則でもあると理論構成したのであります。即ち、ロータリーの基本原則に「奉仕の理想」が入ってきたのであります。ただ、この辺の詳細は、時間の関係で割愛します。
  やがて、１９１０年、ポール・ハリスは「ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿る」と自覚します。これがロータリーという思想の原点が据えられた時であります。
　そして１９１１年、ポートランドにおける全米ロータリークラブ連合会においてBenjamin Franklin Collinsは"Service,Not self"という標語によって、ロータリーの奉仕が宗教倫理の世界にあることを提唱し、同時にＡ．Ｆ．シェルドンは、"He profits most who serves best"という標語によって、ロータリーの奉仕が実業倫理の世界にあることを提唱しました。この意味において、二人とも素晴らしいリーダーシップを発揮したと謂えるのであります。
　更に、１９１５年、ロータリーは、サンフランシスコの国際大会において「ロータリー道徳律」を採択し、ロータリアンの個人倫理を確立して高々と理想を掲げたのであります。これは、その根底に宗教倫理の流れる素晴らしいドキュメントでありました。そして、この道徳律の原案作成にリーダーシップを発揮したのは、J.R.Parkinsという牧師でありました。
　このようにして、当時のロータリーのリーダー達は、殆どが宗教倫理の世界に生きた人達であり、非常に高いレベルの理想を提唱したのであります。即ち、
　１９１２年の国際ロータリー連合会会長Glenn C.Meed、１９１３年の会長Russel F.Greiner、１９１４年の会長Frank L.Mulholland、１９１５年の会長Dr.Allen Albert、１９２３年の 国際ロータリー会長Guy Gundaker等すべて"Service,Not self"の世界に生きた人達であります。
　唯、当時のロータリーは高き理想は掲げましたが、それに燃えて行動する実践の原理については、未だ暗中模索の状態でありました。
　１９２１年頃、Ａ．Ｆ．シェルドンは、ロータリーは宗教ではないと主張し、宗教倫理に基づく標語"Service,Not self"は行き過ぎだとして、"Service above self"　という実業倫理に基づく標語を提唱しました。これはもともと高い倫理から少しレベルを下げただけでありますから、やはり高いレベルの倫理を提唱するものであり、今日、世に所謂コンプライアンス、法令遵守などとは比較にならない雲泥の差があるほどレベルの高い倫理なのであります。
　そして、１９２３年、セントルイスの国際大会において２３－３４号決議により、高々と掲げた理想を実践する原理、即ち、理想に燃えて行動する原理を確立したのであります。
　この時、ポール・ハリスは「我々は、言うべきことは全て言い尽くした。しかし、為すべき事は未だ何も為されていない。今までのロータリーは原理探求のロータリーであった。これからは実践のロータリーへ邁進しよう」と謂っています。
　そして、１９２７年、ロータリーは４大奉仕部門を確立して原理探求のロータリーから実践を重視するロータリーへ移っていったのであります。
　このようにして、２０世紀初頭のロータリアンは、素晴らしいロータリーを実現したのであります。
　その結果、１９２９年、アメリカ経済社会を襲った空前絶後の大恐慌の時には、ロータリアンは職業奉仕実践のお陰で一人も倒産しなかったのであります。
  これらは、全て、ロータリー創立後２５年間、即ち、４分の１世紀の間に高々と理想を掲げて実現された素晴らしい実践の軌跡なのであります。
  今、この実践の軌跡を一つだけ紹介しておきます。
  １９２９年から始まったアメリカ経済社会を襲った空前絶後の大パニックから第二次世界大戦後の１９４５年頃にかけて、ロータリーがアメリカ社会から非常な尊敬と信頼をもって迎えられたことがあります。それには、当時のロータリアン達が世のため人のためにこれだけのことをしたという確固たる実践の軌跡がなければなりません。
　では、その確固たる実践の軌跡とは一体何か。
　実は、この大パニックに際し、アメリカのロータリアン達が職業奉仕の実践の一つとして、自由競争に敗れていった敗者を救済するために企業経営上のノウ・ハウを公開し、世のため人のための職業倫理を提唱したのでありますが、彼らはそのために同業組合を作り、商工会議所を育てて行ったのであります。そのことが、アメリカ社会から大変な尊敬と信頼をもって迎えられたのであります。
　このように、ロータリーがアメリカ経済社会の中で果たした最大の功績の一つが同業組合の結成運動と商工会議所の育成運動であったのであります。
　1910年から1942年まで３２年間国際ロータリーの事務総長を勤めた偉大な組織管理者チェスレー・ペリーが言っています。『ロータリーが出来た時のことを考えてみよう。アメリカ社会に同業組合は一つもなかった。これはロータリーが作って行った。商工会議所はあるにはあった。しかし、南北戦争後の工業化の波による人口の都市集中により、都市機能が麻痺し、商工会議所はその行方を見失っていた。この同業組合のないところに同業組合を作り、やる気をなくしていた商工会議所を、倫理を提唱する団体として蘇らせていったのはロータリーがアメリカ社会に残した最大の功徳だ。ロータリーの功績歴然たるものがある』と言い切っているのであります。
  このように、２０世紀初頭のロータリーは、高々と理想を掲げ、それに燃えて行動したるが故に素晴らしい実践の軌跡を残しているのであります。
　ところが、今はどうでしょうか。あの２０世紀初頭に打ち立てた素晴らしい原理原則は殆ど崩れ去っています。ここ僅か百年のロータリーの歴史を顧みても、ロータリーは衰退の一途を辿っているのであります。あの二十世紀初頭の高々と理想を掲げ、それに燃えて行動した素晴らしいロータリー。様々な原理を確立したロータリー、その原理を実践したあの熱く燃えたロータリーは、一体何処へ行ってしまったのでしょうか。今、影も形もありません。
  先ず、一つの職種から一人だけ会員を選ぶという「一業一会員制の原則」所謂「職業分類の原則」は、クラブ親睦を守るために、ロータリーの創立者ポール・ハリス自らが１９０５年２月２３日に打ち立てた大原則であります。しかし、この原則は、２００１年、規定審議会の決議によって廃止されました。
  一つショッキングな例を挙げますと、私は約２０年位前、８００人以上の会員を擁するアメリカのヒューストン・ロータリークラブの職業分類表を手に入れましたが、それによりますと、一つの職種、弁護士という職業分類に５０名の弁護士が登録されていました。公認会計士の職種には２０名を超えて登録されていたのであります。ポール・ハリスが打ち立てた一業一会員制の大原則は全く無視されていました。
　実は、２００１年度の規定審議会における一業一会員制廃止の提案は、国際ロータリー理事会の提案でありました。したがって、この廃止の提案も、国際ロータリー理事会がこのようなアメリカのロータリーの現象に押し流されたのではないかとも思うのであります。このような状態では、高々と掲げられた奉仕の理想に燃えて実践することは出来ないと思うのであります。私は、国際ロータリー理事会に真のリーダーシップを発揮してほしいと思うのであります。
　一業一会員制の原則が廃止されたとき、ロータリーをこよなく愛した素晴らしいロータリアン達が、ロータリーに幻滅の悲哀を感じ、ロータリーに愛想をつかして、ロータリーを去って行ったことは、未だ私達の記憶に新しいところであります。誠に淋しいことでありました。
  また、ロータリアンが規則的に例会に出席するという原則は､１９０５年３月２３日のシカゴロータリークラブの創立総会において決められた原則であり、４回連続して欠席したるものは自動的に会員資格を失うという内容のものであります。この原則もクラブの親睦を守る規定であり、しかもこれはロータリー職業奉仕の基本前提になっている原則であります。
  しかし、この原則も１９６８年以降、規定審議会の度重なる規制緩和のよって有名無実になってしまいました。
  また、個人倫理の核であった１９１５年の「ロータリー道徳律」は、１９８０年の規定審議会で廃止され、更に昨今、１９２３年の個人奉仕を中核とする実践原理の核「決議２３－３４号」は、その中核体である職業奉仕の実践が有名無実になっています。
　また、１９２２年の標準クラブ定款の採択によって確立された組織原理の核にある「クラブ自治権」については、その自覚すらないクラブが増えています。
  これが今のロータリーの状況であります。ロータリーは、２０世紀初頭に開発された素晴らしい原理の殆どを失ってしまったと謂えるのであります。したがって、今のロータリーには、素晴らしいリーダーシップを発揮した昔日の面影はありません。このように致しまして、ロータリーは、今、衰退の一途を辿っていると思うのであります。
　そこで、１９９９－２０００年度の国際ロータリー会長カルロ・ラビッツァさんは、ロータリーの衰退を警告しました。
　何故、会員が減少するのか。経済的な不況が原因か。否、アメリカは好況であるにも拘らず会員が減少している。　
　では、会員減少の根本の原因は何か。ラビッツアさんは、ロータリーに魅力がなくなったからだと断言しています。
　では、何故、ロータリーに魅力がなくなったのか。ラビッツァさんは、それはロータリアンがロータリーの基本的なルールを守らなくなったからだと結論付けています。したがって、ロータリーの魅力を作るには、先ずもってロータリアンがロータリーの基本的なルールを守らなければならないのであります。
では、ラビッツア会長のいう基本的なルールとは一体何か。それは、先程申し上げましたロータリーの核にある原則、即ち、「一業一会員制の原則」と「規則的例会出席の原則」なのであります。
　ところが、先程申し上げました通り、２００１年度の規定審議会においてこの一業一会員制が廃止され、一業多会員制に移行しました(01-148号議案)。
　その結果、どういうことになるのかと言いますと､何億円にも換えがたい、金銭では購いきれないほど大切な「クラブ親睦」が失われてしまうのであります。何故かと言いますと、一業多会員制ではクラブの中に同業者が沢山入って来ます。すると、当初ポール・ハリスが掲げたロータリーの原点、同業者を排除してクラブの親睦を守ろうという理想が失われてしまうからであります。
　ポール・ハリスは、１９１０年、「ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿る」と悟りました。親睦なくし奉仕なし。親睦を守ろうという理想を失っては、高々と掲げられた「奉仕の理想」に燃えて実践することは出来ないのであります。
　なお、誤解のないように申し上げておきますが、この一業一会員制の原則は、２００１年の規定審議会で廃止にはなりましたが、このことは、ロータリーの世界における一つの現象に過ぎません。ロータリーの本質の問題、原理の問題ではありません。したがって、ロータリーの原理の世界にある本質の問題としては、一業一会員制は未だ消滅していないのであります。
  要するに、一業一会員制の原則は、制度としては廃止になりましたが、優秀な原理としては、未だ私達の心の中に生きていると謂うことを忘れてはならないと思うのであります。
　したがって、一業一会員制の原則を採用するか否かは、今でもクラブ自治権の問題であり、一業一会員制の原則が廃止されたからといって、一職種から１人以上採らねばならぬことにはならないのであります。一職種から何人採るかは、あくまでもクラブ自身が決めるべきことであります。自分達のクラブのことは自分達で決める、これを「クラブ自治権」と謂いますが、まさにこの問題はクラブ自治権の問題なのであります。
　では、その根拠規定は何か。それは標準クラブ定款第９条「このクラブの管理主体は、これを理事会とする」という規定であります。これは、定款上の大原則であり、国際ロータリーと雖もこのクラブ自治権を侵すことは絶対に出来ないのであります。
　しかし、一方、国際ロータリーもまた自治団体として自治権を持っています。
したがって、双方が互いに自治団体として自主独立性を主張すると衝突することになります。つまり、一方を立てると他方が立たず、他方を立てると一方が立たないと言う関係にありますから、この両者をどのように調和させるかと言うことが問題になります。
　唯，この問題は、じっくり時間をかけて説明しないと誤解を招きますので今日は割愛します。
　要するに、一業一会員制の原則が廃止になっても、一つの職種から何人採るかはクラブ自治権の問題なのであります。したがって、今でも、一職種から一人だけ良質な人を採る一業一会員制の原則を採用しているクラブは沢山あるのであります。
　何はともあれ、２０世紀初頭に高々と掲げられた奉仕の理想は、その実践面において衰退しているといわなければなりません。
　殊に、時代の変遷によって、現在の職業社会における職業倫理の頽廃は、誠に目に余るものがあります。したがって、職業倫理どころか偽造、偽装の犯罪が頻発しています。
  この職業倫理の頽廃した今の職業社会を如何にして建て直すのか。倫理運動としてのロータリーの責務は重大であります。
  したがって、これからどのようにしてリーダーシップを発揮し、あの２０世紀初頭の熱く燃えた素晴らしいロータリーを取り戻すことが出来るのか。起死回生の策はないのか。
  一言で言いましょう。目標はただ一つ。それは、２０世紀初頭の原理探求のロータリーに帰ることであります。そのためには、全世界のロータリーが今どのような状況になっているのか、という大局を見る目を養わなければリーダーシップを発揮することは出来ないと思うのであります。そして、先ず身近な我が国のロータリーを冷静に見つめなければならないと思うのであります。これは、ロータリアンとしての素養の問題、教養の問題であります。したがって、ロータリーのリーダーたる者は、須く自らを高める自己研鑽を怠ってはならないと思うのであります。
 　次に、ロータリーにおけるリーダーシップについてその原理の世界を眺めてみたいと思うのであります。即ち、
　一般に、リーダーシップ＝指導性と謂うとき、それは、指導する者と指導される者という上下の関係として捉えられていますが、ロータリーにおける指導性というのは、会社のような上意下達の縦型社会即ち、上下関係における指導性ではありません。
　ロータリーは横型社会でありますから、それは、ロータリアン全てを平等対等なものと見る社会における指導性・リーダーシップを意味するのであります。
　したがって、ロータリアン同士が平等対等であるのみならず、ロータリアンとクラブ会長との関係、クラブ会長と地区ガバナーや地区委員との関係も平等対等であります。そして、更に謂えば、ロータリアンと地区委員や地区ガバナーとの関係もロータリアンとしては平等対等なのであります。
　何故なら、 国際ロータリー即ち、ＲＩの会員はロータリークラブであって、ロータリアン個人は国際ロータリー＝ＲＩの会員ではありませんから、そもそも両者は上下関係どころか何らの関係もないのであります。したがって、敢えて両者はどのような関係かと謂えば、やはりロータリアンとしては、お互いに平等対等だということになるのであります。
  ただ、平等対等であることの意味を誤解しないように注意しなければなりません。例えば、元ＲＩ理事の今井先生に対して私達ロータリアンは、いつも友達のような気持や態度をもって接しています。しかし、私達は今井先生を心から尊敬しています。今井先生もまた、私達から信頼され、慕われています。ここが大事なところであります。これをロータリーにおける「徳の支配」というのであります。
　ロータリーは、権力服従の縦型社会ではありません。時として、縦型社会の意識を持ったロータリアンは、今井先生に接する私達の態度を見て、あんな偉い人に対して何と慣れ慣れしい態度かと、異様なものと感じて驚くようであります。しかし、ロータリーが横型社会であることを考えれば、元来、そのような意識を持つ方がおかしいのであります。
　ただ、一点注意すべきは、「親しき仲にも礼儀あり」と謂われるように、年長者に対する礼を失してはならないことは当然であります。
  一般に、企業は縦型社会であると考えられていますが、ロータリーの企業に対する考え方は、そのような縦型思考ではありません。ロータリーは、企業を権限論的に見ないで機能論的に見るのであります。それは、具体的にはどのようなことかと謂いますと、企業を構成員の役割の配分であると見るのであります。
　例えば、企業には、社長、部長、課長、タイピスト、工員、運転手等々様々な役割を持った人達がいますが、それぞれが自分の役割を果たすことによって企業は円滑に運営されていくのであります。したがって、企業を構成している様々な人達のうち一人でも欠けると企業は円滑に運営されないのであります。
　このように企業を機能論的に見る限り、それは構成員の役割の平等な配分にすぎないのであります。このように企業を横型社会としてみるのがロータリーの企業管理の要諦なのであり、その中核にあるのが「徳の支配」という考え方なのであります。
  要するに、ロータリーにおけるリーダーシップというのは、縦型社会における権力による支配ではなくて、横型社会における「徳による支配」なのであります。
  では、横型社会におけるリーダーとは如何にあるべきか。一つの事例を出しておきます。
  昔、中国に「六韜・三略」という兵法書がありました。これは、源義経が鞍馬の山で学んだという兵法であり、相対性の原理を説く相対主義の兵法であります。
  用兵の術も情勢に応じて千変万化しなければならない。つまり、こちらから仕掛けず、相手の出方に応じて動くべしと説くのであります。
「六韜」は、中国の周の太公望が著したという六種の兵法書、即ち、文韜、武韜、　　　虎韜、豹韜、竜韜、犬韜の六書のことであります。
「三略」は、黄石公が著したと謂う上略・中略・下略の三書の総称であります。
  　　この「略」というのは、戦略とか、駆け引きという意味であります。
　そこで「六韜三略」というのは、これらの総称でありますが、これは、転じて、「虎の巻」、「秘密の術」、「奥の手」という意味があります。
　因みに、受験参考書を「虎の巻」というのは、「六韜三略」の「虎韜」篇から出たものだと謂われているのであります。
　さて、「上略」は、戦争前についての兵法。「中略」は、戦争中の兵法。「下略」は、戦後の兵法であります。
「上略」に曰く、『柔よく剛を制する』。これは、戦争は、力だけでは駄目だよ。頭を使え。つまり、学者を大事にせよ、ということであります。これは知的戦略の大切さを説いております。
　これは戦前の兵法であります。例えば、資本力が大きい者が勝つとは限らない。一時、造船業界は、大型ばかりにして中・小型の設備をなくしました。その結果は推して知るべしであります。
　ロータリーも徒に拡大を求めるべきではなく、常に原理的反省を怠ってはならないと思います。私は、古き良き時代のロータリーの良質性を回復するためには会員の増強・ロータリーの拡大を止めて、逆に、今のロータリーの会員数を半分位にするべきだと思います。
　曾て、神戸クラブの直木太一郎パストガバナー曰く、「今暫し拡大を止めて、今居るロータリアンの原石を磨くべき時ではないか」と警告されたことを忘れてはならないと思います。徒に大きくなることを望むべきではありません。先ず、質を高めることであります。そうすれば、量は自然に増えるのであります。
　また、シュウマッファー曰く、"Small is beautiful"。 それぞれ肝に銘ずべき言葉であります。
  東京東クラブの佐藤千寿パストガバナー曰く、『最大となることを望まず、最良となることを望む』また曰く、『蟹は甲羅に似せて穴を掘る。大きくするより質を高めること、追求すべきは質であって量ではない。人生においては、「足るを知る」ことが大切、足を知る者を富者と謂う』。更に曰く、『会社の価値は何によって計られるか。資本金の大きさではない。売上高の大きさでもない。利益の大きさでもない。社員数の多さでもない。その会社が、如何なる人を作ったかによって会社の価値は計られるのである』と。
　この言葉は、佐藤パストガバナーがガバナーの時の１９７４年度のＲＩ会長ウイリアム・ロビンスの言葉『ロータリークラブの価値は、そのクラブが地域社会に如何なるプロジェクトを実施したか、如何に多額の寄付をしたではあなく、そのクラブが如何なる人を育てたかによって決まる。』という言葉と全く同じ境地にあるものであります。まさに金言であります。
「中略」に曰く、『美酒を献ずる者あり。皆で飲もう』と。これは戦時中の兵法。
　昔、中国に百戦百勝、当たるところ敵無しの将軍がいました。その将軍が或る村に逗留した時、村人達が美味しい酒を将軍に献上しました。すると将軍は、その酒を自分一人で飲むのではなく、部下将兵に対し、「皆裸になって川へ入れ、そして上流からその酒を川に流せ、皆でそれを飲もう」と言ったのであります。
　これは何を意味するかと言いますと、自分が貰った酒は、自分一人のものではない、お前達部下将兵全員のために貰ったものだから、自分一人で飲むわけにはいかない。したがって、自分も皆と一緒に酒の流れた水を飲もう、という意思表示であります。即ち、
　これは、部下将兵の心を掴む指導性＝リーダーシップの一つの事例であります。このような指導性＝リーダーシップによってお互いに心を通わせなければ戦いには勝てないよということ、即ち、心の団結を説いたものであります。
　したがって、例えば、病院の院長が患者から贈り物を貰った時、自分個人として貰ったものではなく、病院全体の代表者としての自分に貰ったのだという気持が大切であります。即ち、
　これは従業員全体の財産Community propertyだと考えて、これを患者や従業員の福利厚生に還元するのであります。ここに用兵の術の根底があるのであります。これはロータリーのリーダーとしても参考になる話かと思うのであります。
「下略」に曰く、『高鳥死して而して強弓滅び、敵国滅びて而して謀臣滅ぶ』と。
　これは戦後の兵法であります。戦争が終われば、頭を使う謀臣即ち、参謀はもう不要の世の中となります。したがって、帝王たる者は、戦前・戦中の参謀達がいなくなっても決して奢ることなく、謙虚に世の中を治めることに専念しなさいよということ、即ち、過去の栄光に胡座をかくな、ということであります。
　これは、ガバナー、パストガバナー、ガバナー補佐、地区委員、クラブ会長・クラブ幹事その他およそリーダーシップを発揮すべき全ての人達に当てはまる話であります。  　              
　以上を集約しますと、ロータリーのリーダーとして、第一に肝要なことは何か。
　ロータリーをよく学び、ロータリーを身につけることであります。そのことによって、ロータリーについて自信が出来ます。即ち、リーダーたる者は、須くロータリーについて絶対的な自信を持つべきこと、これが、ロータリーのリーダーたる者の第一の条件であると思うのであります。
　しかし、ロータリーを身につけ、ロータリーについて自信が出来ますと、人間というものは仕様のないものでありまして、ともすれば、その自信が他人に対する優越感になる虞があります。
　そこで、第二に肝要なことは何か。
　リーダーたる者は、ロータリーに自信を持つが故に他のロータリアンに対して優越感を持ってはならない、ということであります。
　そして、第三に肝要なことは何か。
　リーダーたる者は、常に謙虚に頭を垂れて、他のクラブ並びに他のロータリアンに学ぶ姿勢を持たなければならないということであります。
  以上三つの事柄が、ロータリーのリーダーとして肝に銘ずべきことであろうかと思うのであります。
　次ぎに、ロータリーのリーダーたる者の心得ておかねばならないことは、ロータリーの仕事には終わりがないということであります。
　例えば、ガバナーの任期は１年であります。しかし、任期が終わっても色々な仕事が待ち受けています。のみならず、パストガバナーになってもロータリアンであることには変わりはありませんから、ロータリアンとしての仕事は一生涯続くのであります。
　この理は、何もガバナーに限ったことではありません。ガバナー補佐についても、クラブ会長・幹事についても、地区委員についても同じことが言えます。
したがって、リーダーたる者は、本当に御苦労様なのであります。
　当地区の偉大なパストガバナー斉木亀次郎さんの言葉に、『月落ちて、天を離れず』という言葉があります。月は、西の空に沈んでも、宇宙を離れることは出来ないというのであります。これをロータリーの世界に当て嵌めると、ロータリアンは、ロータリーの一つの仕事が終わっても、ロータリーから離れることは出来ないという意味になります。
  明治時代の感性の優れた非凡な詩人、金子みすずが美しい詩を作っています。　　　　『お花が散って実が熟れて、その実が落ちて葉が落ちて、
　　　　それから芽が出て花が咲く。そうして何べんまわったら、
　　　　この木はご用がすむかしら』
　皆さんは、この詩をどのように鑑賞されますか。私達は、毎年々々芽を出し、何年も花を咲かせる木というものに対して、その生命力の強さを称えるでしょう。
　しかし、金子みすずは、この木が何時までも休むことが出来なくて可哀想にと感じています。そこには、金子みすずの木というものに対する深い思いやりがあります。これが金子みすず独特の感性なのであります。
  これを、ロータリーの世界に当て嵌めるとどうなるでしょうか。
　ロータリアンは、ロータリーの世界にいる限り、毎年毎年ロータリーの奉仕を続けなければなりません。休むことは出来ないのであります。毎週一回の例会には必ず出席して奉仕の心を身につけ、クラブの外では奉仕の実践をしなければなりません。誠に御苦労様であります。
　しかし、金子みすずのように、そのことを可哀想にと慰められていてはなりません。寧ろ私達ロータリアンは、ロータリーに居る限り、毎年々々まさに終わりのない奉仕が出来ることに誇りを持つべきであります。そして、何時までも健康な身体で奉仕できることを感謝すべきであると思うのであります。
　　
　次ぎに、リーダーシップに関して、noblesse  oblige ノーブレス・オブリージという言葉について一言申し添えておきます。
　これは、御存知のようにイギリスの貴族階級の根本精神を表した言葉でありまして、自分達の持っている貴族としての特権、財産などを国民や国家のために役立てる義務と責任があるということを意味する言葉であります。現に、あの第二次世界大戦におけるイギリスの将校達の戦死者の中には、オックスフォード大学やケンブリッジ大学の出身者が圧倒的に多かったといわれています。このように、この言葉の根底に流れる思想は非常に崇高なものなのであります。だからこそイギリスの貴族は、素晴らしいリーダーシップを発揮しているのであります。
　しかし、このnoblesse  oblige の精神は、ロータリーの世界にそのまま当て嵌るでしょうか。イギリスは階層社会でありますが、ロータリーは、万民平等の世界であります。インドのような階層社会ではありません。したがって、noblesse  oblige の思想は、ロータリーにはそのまま当て嵌らないと思います。
　ところが、日本ロータリーの精神伝統の中には、このnoblesse  oblige の思想が流れているようにも見受けられるのであります。神戸クラブのパストガバナーであられた直木太一郎さんの思想や、日本ロータリーの創始者米山梅吉先生の思想や行動にもその片鱗が見受けられるようにも思われるのであります。
　これは、恐らく、戦前の日本ロータリー創立時の状況、即ち、ロータリーが当時の日本社会における実力百万石の大実業家のみによって組織されたクラブであるという特殊な事情によるものであろうかと思うのであります。
　しかし、noblesse  oblige というのは、生まれながらにして貴族である身分と特権をもつ人達の精神を表した言葉であります。これに対して、ロータリアンは、このような生まれながらの身分や特権とは無関係の世界であります。
　確かに、私達ロータリアンは、自分達は「選ばれた人」であるという意識を持っています。そのこと自体は、間違っていません。それはそれでよいと思います。
　しかし、ロータリアンは、noblesse  oblige のように、生まれながらにして「選ばれた人」になったものではありません。同業者の中から、ロータリーが良質な人であると認めて、ロータリーが一方的に選び出した人なのであります。同業者が選んだのではないのであります。ロータリーが同業者の承諾も得ないで一方的に選び出した人なのであります。したがって、「選ばれた人」とは言ってもその意味は、noblesse  oblige とは全く違うのであります。この点を誤解のないようにしなければならないと思います。
  昔の日本のロータリーは、確かに超一流の実業家で組織されていましたから、所謂「エリート」即ち、「選ばれた人」と地域社会からも思われていました。
　しかし、その「選ばれた人」という意味は、昔と今とでは全く異なるものであることを理解しなければならないと思います。　　
　今のロータリーは、現象的にも、また、原理的にも、このような上流階級だけの組織ではありません。したがってロータリーは、noblesse  oblige のような特権があるから国家や国民に奉仕するというのではなく、あくまでも、アメリカ的な万民平等の思想のもとに、庶民的な一人々々のロータリアンとして世のため人のために奉仕しようとするものなのであります。
  したがって、noblesse  obligeの世界は階層社会・縦型社会でありますが、ロータリーの世界は完全な平等社会・横型社会なのであります。
　では、原理的に見て横型社会におけるリーダーシップは如何にあるべきでしょうか。
　先ず、その基本前提として、ロータリアンの意識構造を申し述べておきたいと思います。それは、「茶席の論理」を考えれば判りやすいと思います。
  茶席には、社会のあらゆる階層の人達が入ってきます。士農工商、大名も武士も町人も百姓も入ってきます。しかし、大名も武士も茶席に入るときは、腰の刀をはずして丸腰で入ります。そして、完全対等平等の立場で静かに茶を喫して去るのであります。これを「喫茶去」と謂います。
　ロータリーの世界もこれと同じでありまして、例会には、大会社の社長も、中小企業の社長も、大病院の院長も町のお医者さんも、八百屋さんも魚屋さんもロータリアンとして入ってきます。
　しかし、一旦ロータリーの世界に入りますと、皆、平等対等の立場で交わり、心を通わせ合うのであります。そこには、一切上下の関係はないのであります。これがロータリーの論理であります。したがって、ロータリーの世界には、noblesse  oblige のような階層社会を前提とする縦型社会の論理はないのでありまして、ロータリーの世界は、万民平等の横型社会の論理の支配する世界なのであります。
  ただ、誤解のないように申し上げておきますが、ロータリーは万民平等の世界ではありますが、ロータリアンは、やはりその中から「選ばれた人」なのであります。一つの職種から一人だけ選ばれた人なのであります。
　しかも、それは、良質であるが故に「選ばれた人」なのであります。万民平等だからと謂って誰でもロータリアンになれるものではないのであります。
  したがって、「選ばれた人」と謂う意味を誤解しないようにしなければなりません。地域社会には沢山の職種があります。それらは皆、職種の異なった異質の職種、即ち、異業種であります。地域社会は異業種の集まりであります。
　しかし、ロータリーは、それぞれの異質の職種＝異業種の中からそれぞれ一人だけ良質な人を選ぶのであります。したがって、ロータリアンとして選ばれた人は、皆「良質な人」であるが故に「等質な人」であります。即ち、ロータリアンは、皆、異業種の中から選ばれるという意味において「異質の人」でありますが、良質であるが故に選ばれたという意味においては、皆「等質な人」なのであります。所謂「等質の中の異質」なのであります。
　金子みすずに素晴らしい詩があります。
【私と小鳥と鈴と】
　　　　私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、
　　　　飛べる小鳥は私のやうに、地面を速くは走れない。
　　　　私がからだをゆすっても、きれいな音は出ないけど、
　　　　あの鳴る鈴は私のやうに、たくさんな唄は知らないよ。
　　　　鈴と、小鳥と、それから私、みんなちがって、みんないい。　
  要するに、ロータリアンは、良質であるが故に「選ばれた人」でありまして、noblesse oblige の精神をもつイギリスの貴族のように身分や特権があるが故に「選ばれた人」ではないのであります。ロータリーにおけるリーダーシップを考えるとき、この点を誤解しないようにしなければならないと思います。
　このように、イギリスは階層社会であり、縦型社会であります。しかし、所謂格差社会ではありません。したがって、noblesse  obligeも先程申し上げたオックスフォード大学やケンブリッジ大学出身者に戦死者が多かったというように良い意味で機能している場合は問題はないと思います。
　しかし、インドの階層社会のカースト制度のように、一方に富裕な社会があり、他方に極貧の社会があるという格差社会が厳然として存在し、このことを当然のこととして是認し、これを改めようとしない社会は、ロータリーの万民平等の理想とは相容れないものと思うのであります。したがって、ここにはロータリーはありません。したがってまた、ロータリーの奉仕もないのであります。 
　最後に、ロータリーのリーダー・指導者として肝に銘じておかねばならぬことを一言申し述べておきます。　         　
　御承知の通り、今年のＲＩのテーマは、「ロータリーは分かち合いの心」"Rotar Shares"であります。
  ところで、ウィルキンソンRI会長は、このテーマの根底にあるものは、「愛」と「親切心」であると説いておられます。『あらゆるニーズに取り組むときには、どうか、ロータリーの真髄が「愛」であり、その発露が「親切心」であることを思い起こして下さい』と述べています。
 「愛」と「親切心」。実は、この言葉は、ロータリーのリーダーとしては、肝に銘ずべき言葉であろうかと思います。そしてこの二つの言葉は「思いやりの心」と集約することが出来ると思うのであります。
　ウィルキンソンＲＩ会長は、『ロータリーは誰彼の区別なしに全ての人類に向けられる人類愛に他ならない。ロータリーは、その人類愛を表現し分かち合う術を授けてくれるのです』と述べ、そして、その愛を分かち合う分野について、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕及び青少年奉仕について簡単に説明し、更に、会員増強についても愛を分かち合うべきことを説いておられます。これは、ロータリーの全分野に亘ることを意味します。　
  したがって、ロータリーのリーダーたる者は、奉仕の実践に当たり、あらゆる事態を冷静に分析し、全ての事柄に目を行き届かせる「愛」と「思いやりの心」を持っていなければならないと思います。一つの例を紹介します。
　例えば、世界社会奉仕の窮極の理念は、貧困の社会に金や物を供給することではなく、貧しい人達に自立心を育てることであります。
　皆さんご存じの青年海外協力隊というのがあります。これはロータリアンではありませんが、世界社会奉仕の理念に沿った誠に立派な活動をしていますが、ある時、その隊員達が、タイの村で村人達に竹籠の編み方を教えました。村人達は喜んで帰って行ったのでありますが、その後、一向に竹籠を作ろうとしません。隊員達は、不思議に思い乍らも約６ヶ月が経ちました。そのある日、隊員達が村人達に呼ばれてパーティに行ったところ、その村では一人の老人が竹籠を作って生計を立てていることが判ったのであります。村人達はその老人のことを思って竹籠を作らなかったのであります。
　この事実は何を教えてくれるかと言いますと、１９２３年のセントルイスの国際大会で採択された決議２３－３４号第６項には、奉仕の実践をするときには、先ずニーズを調べよ、と謂っています。ニーズのないところには奉仕の実践はありません。したがって、この案件の場合には、先ず、村人達が何を欲しているかを調べなければならなかったのであります。決議２３－３４号は、村人達に対する「愛」と「親切心」「思いやりの心」を説いています。村人達が欲しない竹籠作りを教えても、折角の善意が実らないのであります。リーダーたる者は、何時もこの点を考えていなければならないと思うのであります。
  また、ウィルキンソンＲＩ会長は、『ロータリーは誰彼の区別なしに全ての人類に向けられる人類愛に他ならない。』と述べておられます。しかし、私は、ロータリーは、全ての人類だけでなく、この世に生きとし生けるもの全てに向けられた愛に他ならない、と考えるのであります。そこから、人間同士の共生、動物、植物との共生、自然との共生という共生の思想が生まれるのであります。即ち、
　例えば、今、科学技術の発達の視点から見れば、医学が長足の進歩を遂げたことは人間の幸せに採って有難いことであります。しかし、医学の進歩の陰に、何千万、何億というモルモットや実験動物の命が犠牲にされています。このことに思いを馳せる人は、非常に少ないのであります。このことを一体どう考えるのか。
　人間の幸せのためであれば、モルモットや実験動物の命を奪ってもよいと考えるのか。しかし、彼らも神様から命を与えられて生きているのであります。その命を奪うことは罪ではないのか。もし、罪だとすれば、その罪は、一体、誰が、何時、何処でどのようにして償うのか。
　元来、私達人間は、動物の命、植物の命、生きとし生けるものの命を頂いて生きています。この生きとし生けるものの命を奪って生きていく人間とは一体何か。そもそも生きとし生けるものの命とは何か。そして、人間は、生きとし生けるものの命を頂いて生きているのでありますから、そのことに感謝する心を忘れてはならないと思います。
  ロータリーにおけるリーダーシップを考えるとき、単に人類に対する愛だけではなく、この世に生きとし生けるもの全てに対する愛の心を忘れてはならないと思うのであります。この心は、やがて地球環境を考える心に繋がっていくものなのであります。
　最後に、リーダーとして心に留めておくべきことをもう一つ話します。
　この話は、今から約２０年前、評論家の草柳大蔵さんが一燈園という修養団体で話されたことであります。
　昭和６２年、映画俳優のユル・ブリンナーが肺癌で亡くなりました。彼は、その８年前から肺癌になったということが判っていましたので、その４年前に京都に来て、お忍びで大徳寺の和尚さんに会いました。この和尚さんは鈴木大拙先生を凌ぐほど英語の出来る人でありましたが、ユル・ブリンナーは、和尚さんに向かって真剣な眼差しで２時間に亘って話を聞きました。
　「死ぬということはどういうことですか」「生きるということはどういうこと　ですか」と一生懸命に聞いたのであります。凄い切込みであります。
　後で聞いたところ、彼は、曹洞宗の道元を実によく読んでいたのであります。
ニューヨークの本屋へ行きますと、道元禅師の翻訳本が沢山あるそうであります。そして、道元禅師の教えを基にして和尚さんに聞いているのであります。そして２時間。そして、終った後で、畳に手をついて、「本日は、誠にありがとうございました」と言ってお辞儀をしています。
　そして、「就いては、もう一つ質問があります。貴方の着ていらっしゃる白い着物と白い帯が実によろしいので、それを我々が着てもよいものでしょうか」
  和尚さんが、「貴方の頭は、我々と同じだから大丈夫です」と言うと、すぐ西陣へ行って、着物を２着作って帰りました。彼は、肺癌になってからの８年間に死生観を実に突き詰めて考えていたのであります。
　そして、寿司が大好きで、ニューヨークの「竹寿司」と謂う店によく行って、劇場が跳ねるとスタッフを連れて行って一緒に御飯を食べる。『寿司を食べたいだけ食べろ、日本酒を飲みたいだけ飲め』と言って宴会をするのであります。
　ところが、その連れてくる人はというと、切符もぎりの女の子、掃除係のおばさん、照明係のように、人生で一回も脚光を浴びたことのない、ライムライト（lime light）を浴びたことのない裏方さんばかりであります。そのような人達を連れてきて、「さあ、食べたいだけ召し上がれ」と言って食べさせる。この辺が大変魅力的でありますが、彼の周辺の人達と話合ってみると、彼は、蒙古人とハンガリーのジプシーの間に生まれた子でありました。
　実は、ヨーロッパやアメリカの社会では、ジプシーだと判った途端に、そのことだけで社会的存在を抹殺されてしまします。
  あの「第三の男」のチターの名曲を作ったアントン・カラスは、世界中にあの曲が流れて、遂にホワイトハウスの大統領の前で演奏会を開いたり、フランスの大統領の官邸で演奏会を３日間続けたという、その位、世界中のハイライトが当たって、そして、沢山お金を儲けて、ハンガリーの首都ブタペストに「カラス」というレストランを開きました。２ヶ月前からでないと予約できない位流行ったのでありますが、或る時、アントン・カラスはジプシーの子だという新聞記事が僅か１００行くらい載ったために、サアッとレストランから客が退いて、その店は潰れてしまいました。
　そして、カラス自身は、遂に昭和６１年、落魄の内にこの世を去ったのであります。ハンガリーの本当にうら寂しい、雨漏りのするアパートのベッドの上で、誰にも看取られず、ただ一人で死んでいたのであります。そのくらい厳しいのであります。
　ユル・ブリンナーは、このような環境の中を耐えに耐えてきたからこそ下っ端の涙が判るのであります。社会の底辺で支えている人の気苦労が判るのであります。だからこそ、その人達をお寿司屋さんに呼んで御馳走をするのであります。このようなエピソードは沢山ある筈ですが、彼はそういうことは自分では謂わないのであります。これはまさに日本流に謂えば、「陰徳陽報」の心であります。
　この世の中には、一方にnoblesse  oblige のような身分や特権のある豊かな社会があると共に他方には、差別された貧しい社会があります。どちらの社会に生きる人達も温かい血の通った人間なのであります。したがって、リーダーたる者は、常に弱者に涙する心を失ってはならないと思うのであります。
  会社でも、病院でもその他あらゆる団体の組織の頂点に立ってリーダーシップを発揮する者は、常に社会的弱者に対する思いやりの心がなければならないと思うのであります。そしてこれは、まさにウィルキンソンＲＩ会長の心でもあるのであります。
　要するに、私は、リーダーたる者は、情理兼ね備えた者でなければならないと思うのであります。したがって、「理に走って情を忘れたる者、これをリーダーと謂うことを得ない。また、情に溺れて理を失いたる者、これまたリーダーと謂うことを得ない。」と集約できると思うであります。
  以上、「ロータリーにおけるリーダーシップ」というテーマで長々と拙いお話を申し上げました。さぞかしお疲れになったかと思います。お許し下さい。御静聴を感謝致します。有難うございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
